
 
 
 

まえてつ通信 4th 

 
NO. 006 2023(R5).8.16 (水) 

 

 

長崎県議会議員 前田哲也 通信<FAX/メール PDF> 

  

地場企業 PR と企業自身も課題発見を 

先日の新聞記事に「インターン実践型に転換」とあり、大企業が積極的に新卒採用のインターン

シップを実践的な内容に切り替え始めたとの内容がありました。 

大変評価されますが、この記事を見て特に感じたことを。 

■ミスマッチ解消より学生の就業の選択肢を広げることにも繋げてほしい 

就業した学生の３年以内での離職率は 45％というデータがあるなかで、ミスマッチを事前

に防ぐという意味では有効的だと思いますが、それはあくまで「人材確保」の採用側の視点

からです。 

本来、学生側に立った時に、インターンの体験を通じ就業の選択肢を広げることにこそ成

果があればいいと私は思います。そしてそのためにも高校での「課題探求の教育」の充実が

大事であると認識しています。（民間企業の提案事業として県はモデル的に実践中） 

■さらに都市部の企業を選択する学生が増えはしないか？ 

大企業こそ充実した内容のインターンができるが（日立製作所は求めるスキルを明示するジョブ

型インターンプランを 440 そろえた・日立はジョブ型インターンを実施し今年度は前年度比 1.3 倍の

800 人を受け入れる等）、地方においてはそん色ないインターンが十分に展開できるのか…そう

考えた時にさらに都市部の企業への流出が懸念されます。 
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本県でも長期間（２週間～１ヶ月以

上）で行われるインターンシップを行

う企業に対して『長期有償型インタ

ーンシップ促進事業』で支援を行っ

ています。（インターン促進事業長崎県で

検索を）この事業のさらなる拡充が望

まれます。 

たまたまですが、大学３年生の長男

が今月後半から行政機関で、来月には

福岡の企業でインターンを受けます。

親としても関心大ですが、ちょうどの

機会、議員としても長男の体験談も聞

くなかで本県での地場企業のインタ

ーンの促進について具体の提案をし

ていきたいと考えます。 

 
8/12 日経新聞より 


